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憤
れ
第
十
八
世
紀
に
於
て
著
し
く
螢
達
せ
る
個
人
主
面
的
思
潮
が
、
祉
會
的
政
治
的
生
活
に
於

て
徹
底
的
に
適
用
さ
れ
る
に
於
て
は
、
佛
國
大
革
命
は
當
然
起
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
、
同
大

革
命
は
個
人
主
義
的
思
潮
の
鴬
野
の
…
箔
置
的
政
治
的
一
驚
黙
を
表
示
す
る
も
の
こ
、
認
め
得
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
併
し
同
大
革
命
は
果
し
て
共
の
豫
期
の
結
果
を
齎
ら
し
た
か
ご
云
ふ
に
、
決
し
て

そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
蕉
野
営
組
織
の
破
壊
が
完
成
さ
れ
な
か
っ
た
こ
国
営
に
、
又
新
図
書
組
織

は
確
立
さ
れ
す
、
杜
愈
生
活
は
盆
山
混
剛
に
隔
っ
た
。
而
し
て
革
命
思
想
の
遵
奉
者
は
、
之
を
革
命

の
不
完
全
に
露
し
、
新
警
醒
組
織
の
確
立
は
、
只
只
々
革
命
思
想
を
徹
底
的
に
實
行
ず
る
こ
ご
に
よ

り
て
の
み
、
成
就
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
ご
説
い
だ
が
、
併
し
夫
れ
ε
阿
附
に
先
づ
革
命
思
想
其
物

に
絶
甥
的
に
反
解
し
、
革
命
思
想
の
實
行
不
完
全
な
る
が
爲
め
に
、
肚
會
は
安
定
し
な
い
の
で
な
く
、

革
命
思
想
其
の
物
が
根
本
的
に
謬
っ
て
居
て
、
人
間
の
精
帥
を
邪
路
に
導
け
る
が
爲
め
に
、
魁
會
は

　
　
　
　
コ
ン
峯
の
計
胆
合
媒
迅
幣
田
聡
怨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一二

ｵ
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入

　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

安
定
し
な
い
の
で
、
革
命
思
想
が
断
然
排
斥
さ
れ
る
に
非
ら
す
は
，
肚
會
は
永
久
に
安
定
せ
す
、
只
革

命
に
革
命
が
鰭
隅
起
す
る
ば
か
り
で
あ
る
ε
論
ず
る
人
々
が
現
は
れ
た
。
盛
れ
適
意
派
の
哲
學
者

等
で
あ
る
。

　
傳
統
派
の
哲
点
者
等
が
、
先
づ
革
命
思
想
の
根
本
的
謬
見
ご
考
へ
た
る
も
の
は
、
其
の
個
人
的
理

性
を
最
後
の
樫
威
ご
し
て
樹
立
し
、
共
の
上
に
立
つ
何
等
の
樺
威
を
も
認
め
な
い
ε
云
ふ
黙
で
あ

っ
た
。
彼
等
の
考
へ
る
庭
に
よ
れ
ば
個
入
酌
理
性
を
最
後
の
樺
威
と
見
る
こ
ご
は
、
つ
ま
り
何
等

の
灌
威
を
も
認
め
な
い
こ
ご
に
な
る
。
　
個
人
的
理
性
の
上
に
立
ち
、
之
を
支
配
す
る
も
の
が
、
郎
ち

眞
の
灌
威
で
あ
る
の
で
、
而
し
て
か
、
る
灌
威
が
認
め
ら
れ
て
、
此
庭
に
始
め
て
思
想
界
の
統
蝋
が

保
だ
れ
、
卓
立
的
秩
序
が
確
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
か
、
る
鹿
威
ご
な
る
は
如
何
な
る
も

の
で
あ
る
か
ご
云
ふ
に
、
夫
れ
は
部
ち
普
遍
的
理
性
で
あ
る
。
而
し
て
普
遍
的
理
性
は
個
人
に
於

て
實
現
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
歴
史
に
於
て
實
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
歴
吏
的
に
實
現
さ
れ
た

る
普
遍
的
理
性
、
趨
れ
が
郎
ち
眞
の
暴
威
で
あ
る
。
吾
人
は
か
、
る
権
威
を
認
め
る
こ
ε
に
よ
り

て
、
始
め
て
肚
會
の
安
定
を
望
み
得
る
の
で
、
革
命
思
想
の
根
本
原
理
た
る
個
人
的
理
性
の
思
想
は
、

根
本
的
に
謬
れ
る
も
の
で
あ
る
。
夫
れ
は
思
想
界
の
工
専
及
び
就
亭
亭
秩
序
の
棄
働
の
根
本
原

因
で
あ
る
。
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傳
統
派
の
謹
直
者
等
が
、
更
に
革
命
思
想
の
根
本
的
謬
見
ε
考
へ
た
る
は
、
語
れ
が
個
人
を
本
來

留
立
し
、
孤
立
す
る
も
の
こ
見
る
瓢
で
あ
っ
た
。
　
彼
等
、
の
考
へ
る
庭
に
よ
れ
ば
個
人
は
決
し
て
濁

点
し
、
孤
立
す
る
も
の
で
な
く
、
塞
聞
的
に
も
亦
時
間
的
に
も
、
相
互
に
依
存
し
、
相
互
に
連
帯
關
係
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
箪
に
個
人
が
冠
會
を
作
る
ご
云
ふ
の
で
な
く
、
祉
會
が
又
個
人
を

作
る
の
で
あ
る
。
個
入
を
離
れ
て
批
會
の
存
し
な
い
ビ
同
じ
く
、
又
祉
會
を
離
れ
て
個
人
は
存
し

な
い
。

　
要
す
る
に
傳
統
派
が
、
革
命
思
想
に
樹
抗
し
て
樹
立
せ
ん
ビ
せ
る
根
本
原
理
は
、
万
寿
の
思
想
ご

率
土
連
帯
の
思
想
ご
で
あ
っ
π
o
而
し
て
此
の
二
つ
の
思
想
に
点
て
、
傳
統
語
は
第
十
九
世
紀
の

佛
國
冠
愈
思
想
の
登
達
に
、
甚
だ
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
、
今
日
種
々
な
る
証
會
思
想
或

は
冠
會
霊
泉
的
思
想
に
於
て
、
根
本
的
な
、
る
一
原
理
ビ
認
め
ら
れ
て
來
た
肚
會
連
帯
思
想
は
，
大
革

命
後
先
づ
嘉
徳
派
に
よ
り
て
、
三
吉
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
傳
統
派
の
就
會
連
帯

思
想
」
ハ
経
濟
論
叢
大
正
十
一
年
十
月
及
び
十
一
月
號
）
を
見
ら
れ
た
い
。

　
今
佛
廓
大
革
命
後
、
革
命
患
想
に
反
落
し
て
先
づ
勃
興
せ
る
血
統
派
は
、
右
に
述
べ
し
如
く
灌
威

の
思
想
及
び
杜
會
連
帯
の
思
想
を
根
本
原
理
こ
し
て
哀
れ
ご
雫
ふ
た
の
で
が
く
て
佛
國
の
溢
會

思
想
界
は
根
本
的
に
は
こ
派
に
分
れ
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
際
に
更
仁
爾
派
に
涌
し
て
第
三

　
　
　
　
滋
ン
｝
の
祉
曾
蓮
轡
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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山
ハ
○

派
が
勃
興
し
て
來
た
。
与
れ
は
テ
ン
．
シ
モ
ン
派
で
あ
っ
た
。
テ
ン
、
シ
モ
ン
は
革
命
思
想
の
進
歩

主
義
を
承
認
す
る
ご
同
時
に
、
其
の
個
人
主
義
を
排
斥
し
、
叉
傳
統
涙
の
樺
威
の
思
想
及
び
肚
會
連

帯
の
思
想
を
承
認
す
る
ご
駿
才
に
、
其
の
復
古
主
義
、
反
動
主
義
を
排
斥
し
た
の
で
、
要
す
る
に
椹
威

の
思
想
及
び
逸
楽
連
帯
の
思
想
を
基
礎
ビ
し
て
、
肚
會
の
眞
實
な
る
進
歩
を
圓
ら
ん
ご
せ
る
も
の

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぼ
サ
ン
、
シ
モ
ン
は
革
命
思
想
の
進
歩
原
理
ご
、
傳
統
派
の
秩
序
原
理
ご
を
調

和
し
て
、
以
て
就
愈
を
根
本
的
に
改
造
し
、
新
し
き
魁
會
を
建
設
せ
ん
ご
し
た
の
で
あ
る
Q
而
し
て

彼
の
斌
會
思
想
は
大
に
就
職
主
義
的
傾
向
を
帯
び
て
居
た
が
、
併
し
ま
だ
澱
密
に
云
ふ
肚
會
生
義

で
は
な
か
っ
た
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
サ
ン
、
シ
モ
ン
の
祉
會
改
造
哲
學
」
（
経
回
論
叢
大
正
十
二
年
一
月

號
）
を
見
ら
れ
た
い
。
然
る
に
彼
の
思
想
を
麗
逸
す
る
ビ
燃
す
る
サ
ソ
、
シ
モ
ン
涙
の
人
々
、
殊
に
共

の
牛
耳
を
こ
れ
る
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
及
び
バ
サ
ー
ル
は
、
サ
ン
、
シ
モ
ン
の
思
想
を
就
會
主
義
に
登

展
さ
せ
、
加
之
を
大
に
宗
敷
，
的
な
も
の
に
登
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
テ
ン
、
シ
モ
ン

派
の
肚
會
改
造
年
無
及
び
連
帯
思
想
」
（
半
壊
論
叢
大
正
十
二
年
二
月
號
よ
り
目
下
連
載
中
）
を
見
ら

れ
た
い
。
而
し
て
テ
ン
、
シ
モ
ン
派
に
於
て
は
、
霊
威
思
想
及
び
勉
會
連
精
思
想
は
進
歩
思
想
ご
結

合
し
て
、
特
異
な
形
態
に
於
て
極
端
に
出
展
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
却
説
オ
ー
ギ
，
沸
ス
ト
、
コ
ン
ト
は
、
早
く
テ
ン
シ
モ
ン
か
ら
離
れ
て
濁
聴
し
た
が
、
併
し
一
時
は
大
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に
彼
を
崇
平
し
て
居
だ
の
で
あ
る
。
而
し
て
コ
ン
ト
は
彼
の
杜
會
導
爆
の
根
本
思
想
を
、
サ
ン
、
シ

モ
ン
か
ら
學
ん
だ
こ
云
ひ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
後
彼
は
サ
ン
、
シ
モ
ン
に
早
し
て
大
な
る
反
威

を
抱
き
、
ず
ン
シ
モ
ン
よ
り
何
物
を
も
學
ば
な
か
っ
た
こ
言
明
し
て
居
る
が
、
併
し
残
れ
は
コ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
転

の
斜
め
に
は
、
悲
し
む
可
き
忘
恩
の
言
で
あ
る
ビ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
Q
も
つ
ε
も
ヅ
ン
、
シ
モ
ン
自

身
が
コ
ン
ト
か
ら
學
ん
だ
庭
も
、
少
な
く
な
か
つ
淀
ご
思
は
れ
る
が
、
し
か
も
コ
ン
ト
の
哲
學
の
根

本
原
理
ビ
な
っ
て
居
る
幾
多
の
思
想
は
、
彼
が
サ
ン
，
シ
モ
ン
の
門
に
入
り
、
爾
者
が
相
接
す
る
以
前

に
、
ナ
ン
、
シ
モ
ン
が
糧
灘
な
形
態
に
於
て
あ
る
が
、
既
に
説
い
て
居
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
事
は
後

に
論
ず
る
庭
に
よ
）
て
明
ら
か
に
す
る
が
、
ご
に
か
く
コ
ン
｝
は
彼
の
就
會
哲
學
の
根
祇
こ
し
て

居
る
…
進
歩
思
想
ご
六
畜
思
想
及
び
逗
帯
思
想
こ
の
調
’
祁
を
、
ず
ン
、
シ
モ
ン
か
ら
始
め
て
學
ん
だ
も

の
ビ
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
併
し
此
慮
に
本
論
文
に
於
て
、
コ
ン
ト
の
連
雑
思
想
の
爽
達
を
研
究

せ
ん
こ
す
る
に
鞭
っ
て
、
余
が
特
に
讃
者
に
注
意
し
た
き
瓢
が
あ
る
。
夫
れ
は
コ
ン
ト
は
、
彼
を
し

て
早
く
も
サ
ン
シ
モ
ン
か
ら
離
れ
さ
せ
た
彼
の
思
想
の
特
有
の
傾
向
に
よ
り
て
、
祇
會
連
帯
思
想

を
特
異
な
方
面
か
ら
螢
達
さ
せ
だ
こ
ご
で
あ
、
る
。
郎
ち
彼
は
先
づ
科
學
の
連
帯
を
高
調
し
た
が
、

寝
れ
よ
り
．
進
ん
で
魁
會
連
帯
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
彼
の
就
會
…
邊
帯
思
想
は
、
科
學
連

帯
思
想
に
よ
り
で
確
、
立
さ
れ
淀
の
で
あ
る
。
．
詳
し
く
は
後
に
述
べ
る
か
ら
、
此
慮
に
は
常
磁
の
特

　
　
　
　
コ
ン
・
↑
の
舐
會
鼎
浬
帯
田
心
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
一
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山
ハ
ご

色
を
指
示
す
る
に
止
、
め
る
。
而
し
て
外
れ
よ
リ
コ
ン
ト
の
赴
三
哲
學
の
嚢
達
を
全
膿
か
ら
概
写

し
つ
、
、
特
に
彼
の
魅
曾
連
帯
思
想
の
爽
達
を
考
究
す
る
こ
ご
、
す
る
。

二
）
　
第
｝
期
に
於
け
る
ゴ
ン
ト
の
連
帯
思
想
の
焚
達

　
コ
ン
ト
の
思
想
生
活
の
獲
達
は
、
一
般
に
三
期
に
別
た
れ
て
居
る
。
　
第
一
期
は
彼
の
思
想
膿
系

の
準
備
期
に
し
て
，
明
自
に
何
時
頃
か
ら
始
ま
っ
た
こ
は
云
ひ
難
い
が
、
大
国
上
千
八
百
十
入
年
彼

が
ナ
ソ
、
シ
妊
ン
に
無
名
で
書
簡
を
逸
っ
た
頃
か
ら
始
ま
り
、
而
し
て
千
入
百
三
十
年
に
、
彼
が
「
實
謹

哲
學
講
義
し
第
一
蓉
を
公
に
し
始
め
た
頃
ま
で
績
く
も
の
こ
、
見
徹
し
得
ら
れ
る
。
第
二
期
は
彼
の

實
丁
重
學
大
成
の
時
期
に
し
て
、
千
八
百
三
十
年
「
三
具
哲
學
講
義
」
第
一
懇
を
公
に
し
て
よ
り
、
千
八

百
四
十
二
年
其
の
第
六
窓
を
公
に
せ
る
ま
で
績
く
。
而
し
て
重
れ
よ
り
千
入
百
五
十
一
年
「
實
謹

政
治
學
膿
系
」
第
一
窓
を
公
に
す
る
ま
で
を
、
實
謹
政
治
学
の
準
備
期
と
し
て
、
之
を
第
三
期
か
ら
逼

賭
す
る
こ
ご
も
出
來
る
が
、
又
之
を
其
の
中
に
込
め
て
も
よ
い
。
何
れ
に
し
て
も
、
第
二
期
は
實
謹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

哲
學
大
成
の
時
期
で
あ
る
に
謝
し
て
、
第
三
期
は
實
誰
政
治
學
大
成
の
時
期
で
あ
る
．
而
し
て
夫
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ヂ

は
千
八
百
五
十
七
年
彼
の
死
去
せ
る
ま
で
績
く
の
で
あ
る
。
但
し
コ
ン
ト
の
哲
學
は
、
一
般
に
實

　
ズ
ム

チ
ヴ
ィ謹

主
義
ご
幕
せ
ら
れ
て
居
る
が
併
し
彼
は
實
謹
哲
學
ご
實
謹
主
義
ご
を
号
令
し
て
居
π
標
に
思
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は
れ
る
の
で
、
第
二
期
間
に
は
彼
は
常
に
實
謹
哲
學
ご
云
ふ
語
を
用
ひ
て
居
て
、
實
謹
主
義
ご
云
ふ

語
を
用
ひ
て
居
な
い
。
而
し
て
第
三
期
に
於
て
彼
の
盛
ん
に
用
ひ
。
だ
實
謹
主
義
な
る
語
の
意
昧
は
、

勿
論
實
謹
哲
學
を
含
ん
で
居
る
が
、
併
し
彼
の
實
謹
主
義
的
倫
理
及
び
宗
敷
ビ
塾
す
る
．
理
想
主
義

的
な
倫
理
及
び
宗
敷
の
禮
系
を
、
特
に
強
調
す
る
も
の
、
如
く
に
思
は
れ
る
Q
さ
れ
ば
吾
人
は
叉
、

第
二
期
を
實
謹
製
學
の
時
期
ご
興
す
る
に
制
し
て
、
第
三
期
を
實
謹
圭
義
の
時
期
ご
興
す
る
こ
ご

も
、
出
來
る
の
で
あ
る
Q

　
余
は
先
づ
本
節
に
撃
て
、
コ
ン
ト
の
思
想
舞
舞
の
第
一
期
、
師
ち
準
備
期
に
於
け
る
彼
の
肚
會
連

帯
思
想
の
登
生
を
、
考
究
し
よ
う
ご
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
此
の
時
期
の
研
究
は
彼
の
畑
瀬
哲
學
及
び

翰
墨
政
治
學
、
人
智
敷
の
眞
義
弟
に
彼
の
在
世
の
時
か
ら
重
大
な
る
問
題
ε
な
れ
る
爾
者
の
關
係

帥
ち
丙
者
の
間
に
統
一
あ
る
や
否
や
ご
云
ふ
問
題
を
、
正
當
に
解
決
す
る
爲
め
に
甚
だ
肝
要
な
る

も
の
で
あ
る
。
併
し
此
慮
に
は
主
ビ
し
て
、
其
の
期
間
に
於
け
る
彼
の
肚
會
連
帯
思
想
の
早
生
を

究
明
す
る
こ
ご
を
眼
日
ε
し
て
、
只
其
の
一
般
を
考
察
す
る
に
止
め
る
。
但
し
此
の
時
期
の
研
究

資
料
こ
し
て
重
要
な
る
も
の
は
、
コ
ン
ト
が
特
に
重
要
親
し
て
、
「
里
芋
政
治
學
禮
系
」
の
附
録
ご
せ
る

卓
論
丈
（
寡
。
塁
8
巳
＄
娼
罫
昌
蕊
く
窪
号
懸
磐
8
霞
。
・
戸
一
回
ド
℃
毎
。
。
。
o
℃
三
〇
。
。
0
9
㊤
劉
爾
ほ
此
等
の
六
論
文
は
、
實

謹
主
義
協
會
よ
り
軍
行
本
ε
し
て
も
出
版
さ
れ
て
居
る
。
其
の
題
名
は
○
℃
蕊
。
缶
9
号
℃
露
。
ω
o
℃
一
｝
δ

　
　
　
　
コ
ン
ト
の
瓶
曾
連
帯
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
三
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哲
學
｝
僻
究
　
第
入
十
↓
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
四

．
。
量
・
）
、
立
入
百
＋
入
年
に
コ
ン
ト
が
テ
ソ
、
ソ
・
モ
ン
に
下
れ
る
書
簡
房
。
ぎ
3
多
銘
8
…
三
、
8
ξ
悔

簿
げ
〆
、
器
馬
》
望
σ
q
o
ω
冨
∩
○
巨
Φ
・
℃
殉
．
い
α
下
留
。
）
、
及
び
友
人
グ
ァ
ラ
へ
の
書
簡
忌
①
葺
。
ω
亀
〉
・
∩
9
暮
。
ン
〉
罫

く
巴
3
目
G
。
【
い
↓
。
。
云
）
等
で
あ
る
。

　
コ
ン
ト
が
千
八
百
十
八
年
即
ち
彼
が
二
十
歳
の
時
，
ヅ
ン
、
シ
モ
ン
に
無
誕
名
で
邊
つ
た
書
簡
へ
其

の
書
簡
に
よ
り
て
彼
は
、
サ
ン
、
シ
モ
ン
に
學
才
を
認
め
ら
れ
、
夫
よ
リ
ナ
ン
、
シ
モ
ン
の
愛
弟
こ
な
っ

た
）
は
、
吾
人
が
彼
の
思
想
を
學
び
得
る
、
最
初
の
重
要
な
る
文
書
の
一
で
あ
る
ご
思
ふ
が
、
共
の
中
に

彼
は
先
づ
、
テ
ン
、
シ
モ
ン
の
思
想
に
從
ふ
て
、
経
濟
學
を
改
造
し
、
的
野
的
政
治
學
帥
ち
事
實
の
槻
察

に
基
く
科
學
的
政
治
學
を
建
設
す
る
の
必
要
を
論
じ
、
次
に
倫
理
學
も
政
治
學
ご
同
国
に
、
科
學
的

に
改
造
す
る
の
必
要
を
述
べ
、
而
し
て
絡
り
に
温
會
改
造
の
最
急
務
或
は
第
一
の
仕
事
は
、
科
學
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
シ
オ
ノ
ス
ソ
シ
や
ゆ

或
は
理
論
的
な
る
も
の
に
し
て
、
健
實
な
る
實
際
的
肚
曾
改
造
策
は
，
只
平
潟
的
理
論
的
冠
會
學
或

は
政
治
學
に
基
い
て
の
み
、
樹
立
さ
れ
得
る
も
の
な
る
を
論
じ
て
居
る
。
此
慮
に
は
特
に
彼
が
倫

理
學
の
改
造
に
移
し
て
述
べ
て
居
る
こ
ε
に
就
て
、
彼
の
冠
重
連
細
雨
想
は
頚
際
上
如
何
な
る
形

態
に
於
て
、
先
づ
彼
の
思
想
に
現
は
れ
た
か
を
考
へ
て
見
よ
う
。

　
コ
ン
ト
は
倫
理
學
の
改
造
に
保
て
左
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

　
「
私
は
貴
下
に
、
後
に
倫
理
學
に
關
す
る
或
考
察
を
呈
出
す
る
こ
ご
が
出
上
る
ご
思
ふ
。
蓋
し
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私
は
倫
理
學
も
全
く
政
治
學
ε
同
じ
く
、
新
だ
に
作
ら
る
輝
き
一
學
問
で
あ
る
ご
、
考
へ
る
か
ら

で
あ
り
ま
す
。
　
そ
う
し
て
今
日
世
に
難
く
流
蓮
し
て
居
る
庭
の
、
甚
だ
奪
敬
す
可
き
又
甚
だ
有

馬
な
る
倫
理
の
野
原
期
を
駁
撃
す
る
考
へ
は
、
毫
も
持
っ
て
居
ま
せ
ぬ
が
、
蓬
に
か
く
其
等
の
諸

原
則
の
不
充
分
で
あ
る
こ
ビ
を
、
注
意
す
る
の
は
決
し
て
不
當
で
な
い
ご
思
ひ
ま
す
。
其
等
の

諸
原
則
の
総
て
の
中
で
、
最
こ
も
平
な
る
叉
最
ビ
も
廣
号
し
て
居
る
も
の
、
邸
ち
填
入
の
愛
の
原

期
は
、
實
塁
上
一
の
情
操
の
表
現
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
、
行
爲
の
規
則
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
殆
ん

ざ
総
て
の
他
の
原
則
も
同
様
で
あ
り
ま
す
。
今
夫
れ
自
身
に
於
て
最
ビ
も
席
織
す
可
き
情
操

も
、
其
の
作
用
が
難
場
的
知
識
に
よ
b
て
導
か
れ
な
い
時
に
は
、
愚
母
の
幸
編
に
貢
し
て
殆
ん
ざ

無
効
で
あ
り
、
時
ε
し
て
は
甚
だ
有
害
で
あ
る
こ
さ
さ
へ
も
あ
り
ま
す
。
此
庭
に
隣
入
の
愛
（
殆

ざ
総
て
の
他
の
風
脚
は
其
の
種
々
な
る
改
獲
に
外
な
ら
澱
）
に
就
て
考
へ
る
に
、
若
し
此
の
原
則

が
其
の
適
用
に
於
て
、
隣
人
に
全
し
て
毒
悪
で
あ
る
手
段
の
知
識
に
よ
り
て
導
か
れ
な
い
な
ら

ば
、
屡
々
他
人
の
利
盆
が
崩
れ
か
ら
生
じ
得
な
い
こ
ご
は
，
華
魁
で
あ
り
ま
せ
ん
か
。
善
き
意
向

が
知
識
の
不
足
に
よ
り
て
、
屡
々
甚
だ
有
害
な
行
動
に
導
く
と
云
ふ
こ
ご
は
、
普
通
な
掘
察
の
事

實
で
あ
り
ま
す
。
　
さ
れ
ば
■
一
事
肝
要
な
こ
ご
は
、
人
々
に
於
て
一
定
の
情
操
を
産
出
せ
ん
ε
求

め
る
事
で
な
い
。
継
れ
か
、
る
総
て
の
努
力
は
、
殆
ん
ざ
常
に
無
二
或
は
無
効
で
あ
る
か
ら
で

　
　
　
コ
ン
あ
の
瓶
倉
建
欝
田
坐
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
五
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｝
答
鵡
瓢
僻
究
　
　
第
入
十
山
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
山
ハ

あ
り
ま
す
。
併
し
夫
れ
は
同
胞
に
言
論
で
あ
る
可
き
手
段
を
、
人
々
に
敏
へ
る
こ
ご
に
よ
り
て
、

人
々
が
動
か
さ
れ
る
情
操
を
、
種
油
の
爲
め
に
．
利
用
せ
ん
ε
求
め
る
こ
ご
で
、
あ
る
可
き
で
あ
り

ま
す
Q
在
れ
自
然
は
、
人
々
が
明
ら
か
に
其
の
手
段
を
弱
る
や
否
や
、
相
互
に
三
盆
で
あ
る
可
き

機
會
を
、
決
し
て
失
は
な
い
だ
け
相
互
に
他
を
愛
す
る
傾
向
を
、
人
々
に
賦
比
し
て
居
る
か
ら
で

’
あ
り
ま
す
。

　
さ
れ
ば
言
入
は
、
証
會
的
秩
序
を
顛
覆
せ
ん
ご
す
る
慾
望
を
有
す
る
ご
云
ふ
非
難
を
受
け
る

こ
ご
な
し
に
、
世
に
汎
く
流
布
す
る
倫
理
の
諸
原
則
に
就
て
、
左
の
如
く
考
へ
叉
言
明
す
る
こ
と

が
禺
論
る
と
思
は
れ
ま
す
。
落
ち
其
等
の
諸
原
則
は
総
て
只
情
操
或
は
戚
情
に
過
ぎ
な
い
が

故
に
、
全
く
不
充
分
で
あ
る
こ
ご
、
及
び
夫
よ
り
し
て
、
総
て
此
等
の
活
量
は
、
何
れ
も
総
て
の
勲
に

於
て
魁
會
の
眞
の
利
盆
に
合
致
す
る
こ
ご
を
承
認
し
な
が
ら
も
、
吾
人
は
爾
ほ
一
の
實
讃
的
倫

理
學
の
構
成
を
望
み
得
る
こ
ご
等
で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
倫
理
學
は
政
治
學
ご
同
じ
く
、
経
濟

學
に
接
木
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ε
患
ひ
ま
す
、
乱
れ
私
は
倫
理
的
規
期
は
、
政
治
的
制
度
ε
同
じ

く
，
夫
れ
が
生
産
の
上
に
及
ぼ
す
、
或
は
及
ぼ
し
得
る
影
響
に
從
ふ
て
、
毒
断
さ
れ
ね
ば
な
ら
諏
ご

考
へ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
　
一
切
の
倫
理
的
慣
習
及
び
性
向
、
一
例
を
直
ぐ
れ
ば
慈
善
の
如
き

も
の
を
、
此
の
見
地
か
ら
考
へ
て
、
又
始
め
て
宣
言
的
で
な
く
全
く
實
謹
話
に
鋼
心
し
て
、
吟
味
す



‘i63

　
る
ほ
ざ
興
味
あ
る
こ
ご
は
あ
う
ま
す
ま
い
。
是
れ
貴
下
の
思
想
が
貴
下
を
導
い
て
、
貴
下
を
し

　
て
當
然
到
着
さ
せ
る
黙
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
貴
下
は
此
の
事
を
忽
そ
か
に
し
て
居
ら
れ
ま

　
す
。
（
男
。
げ
貯
○
ゴ
閉
○
甑
6
0
。
〔
霞
，
一
、
O
o
二
く
δ
9
一
ρ
＜
δ
昏
》
蒲
σ
G
〆
田
舞
。
∩
9
艮
。
●
ダ
ω
ひ
Q
。
）

　
今
右
「
に
引
用
せ
る
コ
ン
ト
の
言
葉
に
よ
b
て
、
彼
は
始
め
か
ら
介
入
の
愛
ε
か
入
子
の
自
然
的

相
愛
ご
か
を
承
認
す
る
こ
ご
に
よ
り
て
、
實
際
的
に
肚
會
的
蓮
精
を
認
め
て
居
た
こ
ご
が
霧
知
し

得
ら
れ
る
。
彼
は
後
に
は
魁
會
性
を
以
て
人
問
本
有
の
傾
向
或
は
本
能
ご
認
め
、
之
を
魁
會
形
成

の
根
本
的
一
原
理
ご
し
て
立
て
、
居
る
が
其
の
思
想
の
萌
芽
は
右
の
言
葉
の
中
に
、
明
ら
か
に
、
洞

察
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
コ
ン
ト
は
右
の
書
簡
に
よ
っ
て
、
ず
ン
、
シ
モ
ン
に
學
才
を
認
め

ら
れ
、
其
の
門
に
入
り
て
後
、
ず
ン
、
シ
モ
ン
の
影
響
を
受
け
つ
、
彼
の
思
想
の
登
達
す
る
に
つ
れ
て
、

彼
の
冠
會
連
帯
思
想
ほ
現
實
に
如
何
に
螢
卜
し
て
來
た
か
。

　
コ
ン
レ
が
始
め
て
公
に
し
た
る
論
文
は
、
千
入
百
十
九
年
六
月
サ
ン
、
シ
モ
ン
の
雑
誌
0
9
ω
Φ
ξ
に

於
て
獲
表
し
た
短
論
交
「
識
見
ご
慾
望
こ
の
一
般
的
分
離
（
或
は
遜
別
）
」
（
ω
ε
鍵
島
○
β
讐
窟
命
巴
o
o
琴
。
騨

○
℃
凶
甑
。
髪
。
二
。
ω
ハ
葭
葺
）
で
あ
る
。
（
し
。
蚕
糞
ヨ
Φ
号
℃
9
鑓
ρ
琴
℃
。
ω
食
く
①
．
8
0
ヨ
¢
ゆ
庶
母
同
9
μ
ρ
や
や
マ
ど
此
の
論

文
に
於
て
コ
ン
．
ト
は
、
政
治
的
慾
望
は
民
衆
よ
り
帯
出
　
す
る
も
の
な
る
が
、
之
を
實
現
す
る
意
見
或

は
識
見
は
、
政
治
學
を
槻
察
學
ご
し
て
之
を
專
門
的
に
研
究
す
る
哲
學
者
に
よ
り
て
立
て
ら
る
可

　
　
　
　
コ
ン
ト
の
阯
會
連
帯
患
想
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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哲
學
研
究
　
第
八
十
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
入

く
、
而
し
て
之
を
實
行
ず
る
は
政
治
家
或
は
爲
政
者
で
あ
る
可
き
も
の
な
る
を
論
じ
、
つ
ま
り
政
治

的
識
見
ε
政
治
的
慾
望
ご
を
匪
濡
し
、
分
離
す
る
と
同
時
に
、
叉
其
の
必
然
的
結
合
或
は
連
結
を
究

明
せ
ん
ご
企
だ
て
、
居
る
の
で
あ
る
。
言
忌
に
吾
人
は
後
に
彼
が
盆
々
重
要
親
せ
る
、
理
論
ビ
實

際
ご
の
魎
別
及
び
其
の
連
結
或
は
結
合
の
必
要
が
、
明
ら
か
に
指
示
さ
れ
て
居
る
こ
ご
を
見
る
。
要

す
る
に
吾
入
は
本
論
文
に
於
て
、
コ
ン
ト
の
連
帯
思
想
は
、
實
讃
的
に
匪
別
さ
れ
分
離
さ
れ
た
る
埋

論
ε
實
際
ご
の
必
然
的
連
精
の
思
想
ε
し
’
し
、
先
づ
登
展
さ
れ
て
居
る
ご
考
へ
る
こ
ε
が
出
來
る

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
コ
ン
ト
は
右
の
「
短
論
纂
を
公
に
し
て
後
、
翌
年
四
月
に
長
論
文
を
襲
表
す
る
ま
で
に
、
友
人
ヅ

ア
ラ
に
彼
の
學
問
的
断
想
や
希
望
を
述
べ
た
る
、
幾
多
の
書
簡
を
邊
っ
て
居
る
が
、
其
の
中
に
は
彼

の
思
想
の
登
達
を
研
究
す
る
爲
め
に
は
、
甚
だ
重
要
な
る
意
昧
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
。
殊
に
其

の
一
　
（
］
「
O
け
ぼ
・
O
Q
o
　
瓢
〕
〉
●
　
∩
○
ヨ
O
駈
り
酬
●
～
N
9
一
9
｛
P
　
）
（
H
岡
目
）
に
於
て
、
彼
は
内
省
法
を
排
斥
す
る
に
至
れ
る
経
路

及
び
理
由
を
述
べ
、
又
彼
の
實
謹
哲
學
郎
ち
一
切
の
科
學
の
一
般
的
哲
學
の
概
念
を
、
始
め
て
明
ら

か
に
説
述
し
、
　
更
に
後
彼
の
實
謹
哲
學
の
一
櫃
軸
た
る
諸
賢
學
の
連
帯
（
㌶
ω
o
歪
註
富
（
蕾
鳥
ぞ
2
沼
の

ω
o
団
2
8
の
）
を
強
調
し
て
居
る
。
而
し
て
さ
き
に
も
＝
聴
せ
し
如
ζ
、
遅
延
に
於
け
る
個
人
の
連
帯
郎

ち
祉
會
蓮
帯
に
議
す
る
彼
の
思
想
は
、
科
學
の
連
精
の
思
想
に
よ
り
て
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
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か
ら
．
此
虚
に
右
の
書
簡
中
、
特
に
科
學
の
連
糟
に
就
て
彼
の
述
べ
て
居
る
事
を
抜
き
出
し
て
置
く
。

　
「
今
日
二
業
・
載
は
生
理
學
に
於
け
る
一
定
の
方
法
を
数
學
に
移
し
忌
数
學
の
一
定
の
方
法
を
、

　
化
學
或
は
生
理
學
に
移
す
こ
ご
の
有
盆
な
る
は
、
事
は
れ
な
い
こ
ご
で
あ
る
。
し
か
も
人
々
は

　
之
を
な
さ
な
い
。
　
何
故
で
あ
る
か
。
　
著
れ
各
科
漁
者
は
只
自
分
の
特
殊
な
科
學
の
み
に
熟
中

　
し
，
他
の
科
學
に
援
助
を
與
へ
よ
う
ビ
も
、
忍
笑
の
科
學
者
か
ら
援
助
を
受
け
よ
う
ご
も
し
な
い

　
か
ら
で
あ
る
。
併
し
此
の
如
き
妖
態
で
は
、
何
れ
の
特
殊
科
學
も
眞
に
進
歩
し
得
な
い
の
で
あ

　
る
。
さ
れ
ば
各
科
學
に
表
し
て
特
に
只
其
の
諸
方
法
を
槻
察
し
、
之
を
比
較
し
、
之
を
概
括
し
．
之
を

　
完
成
す
る
爲
め
に
の
み
専
心
す
る
野
鼠
者
の
一
部
類
の
存
す
る
こ
ε
が
必
要
で
あ
る
。
更
に

　
総
て
等
等
の
姦
謀
者
の
上
に
、
只
其
等
の
種
々
な
る
特
殊
哲
學
を
槻
察
し
、
之
を
比
較
し
、
之
を
概

　
議
し
、
之
を
其
の
相
互
の
醐
係
に
よ
う
て
完
成
す
る
こ
ご
に
の
み
専
心
す
る
、
一
般
的
哲
學
者
の

　
一
部
類
の
存
す
る
こ
ご
さ
へ
も
必
要
で
あ
る
。

　
吾
人
は
右
の
言
葉
に
よ
り
て
、
コ
ン
ト
は
後
に
盆
山
重
要
親
せ
る
科
學
の
連
帯
及
び
一
般
的
哲

學
の
概
念
を
、
既
に
那
ら
か
に
立
て
、
居
た
こ
ご
を
學
ぶ
の
で
あ
る
。

　
コ
ン
ト
が
準
備
期
に
於
け
る
第
二
の
論
文
こ
し
て
重
要
親
せ
る
長
論
文
「
近
世
的
過
去
の
総
膿

の
概
評
」
（
し
。
。
8
暴
ぎ
2
）
宅
・
a
き
・
ζ
げ
一
、
§
9
邑
図
。
砦
隠
。
・
。
・
ひ
曇
。
鼻
髭
）
は
、
千
入
百
二
十
年
四
月
に
公
に

　
　
　
　
コ
ン
ト
パ
の
僻
僻
會
纏
㌶
留
旧
心
恕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
九
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哲
…
學
研
究
　
第
八
十
・
山
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
（
∪

さ
れ
だ
も
の
で
あ
る
が
、
本
論
文
は
コ
ン
ト
の
魁
愈
類
型
論
及
び
肚
會
…
進
化
論
の
根
本
思
想
の
螢

生
を
研
究
す
る
爲
め
に
、
随
ふ
て
コ
ン
ト
の
計
器
學
の
要
部
、
即
ち
彼
の
愈
愈
芳
意
の
根
本
思
想
の

螢
生
を
研
究
す
る
爲
め
に
、
甚
だ
肝
要
な
る
も
の
で
あ
る
。
（
ω
〉
、
ω
汁
9
亭
号
弓
o
H
三
ρ
ぎ
づ
○
・
。
置
く
ρ
円
○
勇
o

ρ
奉
窪
α
ヨ
。
・
唱
・
勺
・
轟
上
α
）
彼
は
本
論
文
に
慌
て
先
づ
中
世
紀
に
於
て
完
成
し
確
立
せ
る
奮
冠
會
禮
系

或
は
奮
肚
會
類
型
ε
、
近
世
に
於
て
登
達
し
つ
、
あ
る
新
魁
會
雷
電
或
は
新
禽
竜
類
型
ご
を
逼
刷

し
、
前
者
は
宗
敷
ご
武
力
或
は
敷
會
ご
封
建
制
ご
の
二
大
叙
爵
的
勢
力
の
合
同
及
び
協
力
に
よ
）

て
成
立
し
、
後
者
は
科
學
ビ
産
業
こ
の
二
大
斌
會
的
勢
力
の
合
同
及
び
協
力
に
よ
り
て
成
立
す
可

き
も
の
ご
考
へ
、
而
し
て
宗
敷
的
及
び
武
力
的
な
る
戦
岡
雨
冠
會
か
ら
、
科
學
的
及
び
産
業
的
な
る

李
和
的
肚
愈
へ
漸
次
に
推
移
す
る
の
が
、
蒲
魚
蓮
講
話
は
進
歩
の
根
本
法
珊
で
あ
る
ご
考
へ
た
の

で
あ
る
。
爾
ほ
彼
は
本
論
文
に
於
て
、
彼
の
愈
愈
進
歩
論
或
は
虫
魚
改
造
論
の
最
ご
も
根
本
的
な

る
一
原
理
ご
認
め
る
露
灌
ご
俗
論
と
の
分
離
及
び
協
働
｝
の
思
想
を
、
始
め
て
明
白
に
叉
か
な
り
詳

し
く
論
述
し
て
居
る
。
而
し
て
彼
の
幽
幽
連
精
思
想
の
諭
達
を
考
察
す
る
見
地
か
ら
見
る
ご
、
吾

入
は
本
論
文
に
於
て
は
彼
の
連
幣
思
想
は
、
新
婦
赴
會
膿
系
は
揺
れ
夫
れ
の
肚
會
的
勢
力
の
連
帯

幽
寂
に
よ
り
て
、
成
立
し
、
又
其
の
連
帯
的
登
達
に
よ
り
て
登
達
す
る
も
の
で
あ
る
ご
云
ふ
形
態
、
及

び
・
本
質
的
に
匠
別
さ
れ
る
露
灌
ご
盛
典
こ
の
連
帯
的
關
係
に
よ
り
て
、
完
全
な
る
計
…
會
謄
…
系
が
確
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立
さ
れ
、
且
つ
登
達
す
る
も
の
で
あ
る
ご
云
ふ
形
態
に
於
て
、
登
展
さ
れ
て
居
る
ご
認
め
る
こ
ご
が

出
來
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
の
論
文
「
差
益
改
造
の
黒
め
に
必
要
な
る
科
學
的
仕
事
の
考
案
」
（
新
家
山
空
蝉
3
〈
p
平
乗
器
＄
ω
ω

9
マ
窃
℃
o
ξ
急
○
脱
σ
q
磐
冨
興
㌶
ω
0
9
珍
0
）
は
、
千
八
百
二
十
二
年
に
始
め
て
公
に
さ
れ
た
が
、
コ
ン
ト
は
更
に
千

入
百
二
十
四
年
に
、
多
少
の
修
正
を
加
へ
、
且
つ
「
實
謹
政
治
學
膿
系
」
（
O
Q
×
簿
α
ヨ
α
。
唱
。
囮
巳
ρ
＝
。
℃
。
ω
難
く
。
）
ご

改
題
し
て
、
之
を
公
に
し
て
居
る
。
併
し
彼
の
最
後
の
大
著
作
「
實
謹
政
治
學
膿
系
」
の
附
録
に
は
、
始

め
の
題
名
で
載
せ
て
居
る
。
（
。
α
透
α
・
ま
臼
H
）
。
謹
虐
。
団
・
ω
建
く
ρ
円
9
“
δ
9
謬
，
…
α
暮
●
や
や
ミ
∴
ω
ひ
）
此
の
論

文
は
コ
ン
ト
の
實
謹
哲
學
及
び
熟
思
學
の
形
成
を
研
究
す
る
望
め
に
は
，
甚
だ
重
要
な
る
も
の
に

し
て
、
「
言
上
懲
罰
講
義
」
の
殆
ん
ご
総
て
の
根
本
思
想
は
、
大
聖
上
此
論
交
中
に
論
述
さ
れ
て
居
る
の

で
あ
る
。
又
コ
ン
ト
が
当
時
の
學
界
じ
於
て
、
其
の
學
力
を
始
め
て
認
め
ら
れ
た
の
は
、
此
の
論
文
、

に
よ
る
の
で
め
る
。
　
ヘ
ー
ゲ
川
の
如
き
も
、
此
の
論
文
を
大
に
賞
揚
し
た
ご
云
ふ
Q
而
し
て
コ
ン

ト
の
實
謹
哲
學
の
大
要
を
學
ぶ
に
は
、
此
の
論
交
は
今
日
に
於
て
も
甚
だ
有
盆
で
あ
る
の
で
、
エ
ネ

川
ギ
ー
哲
學
の
創
説
者
こ
も
云
ふ
可
き
オ
ス
ト
ワ
ル
ト
民
は
、
千
九
百
十
四
年
に
自
か
ら
序
論
及

び
附
註
を
加
へ
て
、
其
の
濁
逸
繹
を
出
版
し
て
居
る
。
（
〉
濡
話
8
∩
8
μ
β
国
艮
〆
♂
、
導
h
創
自
づ
．
剛
ω
。
。
。
霧
。
夢
詮
甘

掛
持
〉
ま
。
ぎ
旨
埼
巳
。
げ
○
汗
馬
。
叫
琴
男
8
お
窪
川
ω
蝕
。
β
α
窪
曾
の
〇
一
ぎ
ゴ
愛
護
8
a
o
島
。
げ
。
。
簡
＆
●
U
・
三
ω
6
H
二
お
養
器
σ
Q
o
⑳
9

　
　
　
　
犠
ン
ト
の
灘
會
遽
箒
田
心
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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哲
學
研
究
　
第
入
十
山
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

。
さ
。
貯
σ
q
免
魯
。
儲
毎
苞
一
鼠
叶
2
崔
亀
自
碗
。
一
曰
く
。
胃
9
。
ゆ
く
o
p
乏
穿
。
ぎ
○
ω
ヨ
註
9
ら
玉
）

　
コ
ン
ト
は
本
論
文
に
於
て
彼
の
實
謹
哲
學
の
概
念
、
華
燭
の
連
帯
、
科
學
の
位
階
的
秩
序
、
肚
會
進

歩
の
法
捌
部
ち
三
朕
態
の
即
刻
、
實
謹
政
治
學
の
概
念
等
を
、
始
め
て
組
織
的
に
精
々
詳
し
く
論
述

し
て
居
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
夫
れ
に
俘
ふ
て
叉
彼
の
中
幸
連
帯
思
想
も
更
に
登
展
さ
れ
て
居

る
。
併
し
野
庭
に
之
を
述
ぶ
る
は
、
後
に
「
軍
勢
哲
學
講
義
」
に
於
け
る
彼
の
大
成
せ
る
思
想
を
述
べ

る
場
合
ご
、
重
復
す
る
か
ら
省
い
て
澄
く
。
而
し
て
第
一
期
の
弔
う
の
論
文
に
於
て
、
彼
の
實
謹
哲

學
の
思
想
が
如
何
に
褒
展
さ
れ
て
居
る
か
を
簡
軍
に
述
べ
て
本
節
を
釣
り
、
次
男
に
於
て
特
に
彼

の
完
成
せ
る
就
會
連
帯
思
想
を
論
究
し
、
更
に
最
後
の
節
に
於
て
彼
の
魁
會
獣
帯
思
想
の
癒
用
ご

見
て
、
彼
の
實
謹
政
治
學
騰
系
及
び
人
類
敏
を
論
究
す
る
こ
ご
、
す
る
。

　
第
四
の
論
文
，
言
々
及
び
科
警
告
の
哲
學
的
考
察
」
（
∩
9
嵐
α
事
歴
9
冨
℃
｛
三
〇
ω
o
喜
ξ
δ
ひ
艦
上
。
。
。
8
す
口
8
ω

〇
二
二
幽
く
p
暮
・
。
．
○
り
差
㌘
同
ざ
α
o
℃
o
崔
ρ
琴
℃
○
ω
厳
く
。
．
日
。
ヨ
o
ρ
§
窪
α
ヨ
ρ
無
憂
H
ω
＼
∴
膿
）
は
言
入
百
二
十
五
年

に
公
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
此
の
論
文
に
於
て
吾
入
が
、
彼
の
實
聖
哲
學
及
び
實
謹
政
治
學
の

獲
達
を
研
究
す
る
上
か
ら
見
て
、
特
に
注
意
す
可
き
は
三
騰
馬
の
法
則
を
謹
明
せ
ん
ご
す
る
彼
の

企
圖
，
科
學
が
實
謹
辞
に
な
る
順
序
の
考
察
、
科
學
の
位
階
的
分
類
或
は
秩
序
の
確
立
、
肚
會
物
理
學

或
は
祇
會
學
の
翼
象
及
び
方
法
の
論
究
、
井
に
精
帥
的
或
は
露
的
見
地
か
ら
赴
會
を
指
導
す
可
き
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使
命
を
有
す
る
實
謹
覇
者
帥
ち
魅
會
學
者
の
社
會
的
及
び
政
治
的
役
目
の
考
察
等
で
あ
る
。
要

す
る
に
本
論
文
は
第
三
論
丈
の
補
充
ビ
見
徹
さ
る
可
き
も
の
で
あ
る
Q
而
し
て
か
く
見
る
こ
ご

に
よ
り
て
、
追
入
は
露
量
論
文
の
債
値
を
正
信
に
軍
事
す
る
こ
ε
が
出
來
る
の
で
、
第
三
論
文
に
於

て
は
専
断
的
に
論
述
さ
れ
て
居
る
こ
ε
も
．
此
慮
で
は
梢
々
詳
し
く
論
謹
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

・
第
五
の
論
文
「
露
悪
の
考
察
」
（
∩
○
”
り
ω
峯
α
養
肯
剛
。
切
。
。
惚
騰
一
Φ
℃
。
二
く
○
搾
ω
℃
剛
触
ぎ
。
劉
ω
団
ω
8
ヨ
Φ
曾
℃
○
蓋
ρ
¢
①
℃
o
昏
守
や

臼
。
ヨ
o
ρ
養
践
α
ヨ
。
●
想
星
野
α
i
の
「
い
）
は
、
千
入
百
二
十
六
年
に
公
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
題
名

に
よ
り
て
処
せ
ら
れ
る
如
く
、
本
論
文
は
彼
が
先
づ
俗
本
ご
明
確
に
分
離
さ
れ
、
而
し
て
之
を
指
導

す
可
き
も
の
ビ
見
る
皇
軍
、
叉
魁
會
改
造
の
基
礎
ご
し
て
先
づ
確
立
さ
る
蒼
き
も
の
ε
見
る
霊
椹

に
猛
て
特
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
コ
ン
ト
は
本
論
交
に
於
て
は
、
殊
に
彼
の
肚
會
聯
帯
思
想

を
大
に
螢
達
さ
せ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
本
論
文
中
に
彼
が
論
述
し
て
居
る
こ
ビ
は
、
「
實
謹
哲

學
講
義
」
に
於
て
更
に
組
織
的
に
詳
し
く
論
違
さ
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
矢
張
り
此
腱
．
で
は

之
を
述
べ
る
こ
ご
を
省
い
て
置
く
。

　
映
り
に
第
六
の
論
文
「
昂
奮
に
撮
す
る
ブ
ル
ー
セ
イ
の
著
作
の
吟
昧
」
（
昏
夢
。
ヨ
。
昌
審
ぎ
｛
8
畠
・
切
3
鋸

。り

ﾖ
9
圃
ω
撃
二
膏
葺
銭
Q
博
ピ
し
。
誘
δ
ヨ
。
密
℃
○
密
紹
。
男
。
ω
角
く
。
日
8
δ
ρ
舞
三
α
ヨ
ρ
や
即
9
α
－
器
。
。
）
は
、
生
理
學
に
關
す

る
コ
ン
ト
の
思
想
殊
に
斌
會
學
ご
生
物
學
ε
の
關
係
に
關
す
る
彼
の
思
想
を
研
究
す
る
に
は
、
甚

　
　
　
　
コ
ン
ト
の
祉
會
怖
遷
帯
田
翰
恕
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七
三
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哲
學
研
究
　
　
第
↓
八
↓
「
山
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

だ
有
盆
な
る
資
料
で
あ
る
。
併
し
彼
の
魁
會
連
幣
思
想
の
研
究
に
就
て
は
、
直
接
に
は
重
要
な
意

昧
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
暴
説
コ
ン
ト
の
思
想
の
混
信
の
第
一
期
、
帥
ち
準
備
期
に
於
て
、
彼
の
實
誰
哲
學
、
冠
會
學
及
び
實

讃
政
治
學
の
概
念
井
に
其
の
根
本
的
思
想
は
、
以
上
述
べ
し
如
く
に
大
量
上
樹
立
さ
れ
て
居
た
の

で
、
随
ふ
て
又
寝
の
魁
會
連
帯
思
想
も
實
質
的
に
は
大
膿
上
立
説
さ
れ
て
居
淀
の
で
あ
る
ρ
併
し

彼
の
斌
會
連
帯
思
想
が
公
式
的
組
織
的
に
確
立
さ
れ
た
の
は
、
彼
の
實
誰
哲
學
の
大
成
さ
れ
だ
第

二
期
即
ち
「
實
謹
盤
面
講
義
た
於
て
“
あ
b
、
又
夫
れ
が
新
祇
會
組
織
の
基
礎
ε
し
て
、
實
際
的
に
充

分
に
癒
用
さ
れ
た
の
は
、
第
三
期
帥
ち
誠
心
政
治
当
方
系
に
於
て
や
あ
る
。
そ
れ
で
是
れ
よ
り
第
二

節
に
於
て
、
彼
の
魁
會
連
帯
思
想
を
其
の
大
成
せ
る
形
態
に
於
て
考
察
し
、
又
第
三
節
に
於
て
其
の

三
際
的
慮
用
を
考
察
し
、
刷
り
に
彼
の
斌
會
連
帯
思
想
の
概
評
を
試
み
る
こ
ご
、
す
る
。
　
（
未
完
）


